
   

 

 

 

  

 

 日本全体で大きな問題となっている「少子化」は、田村市でも 

深刻な状況になっています。令和４年の第２次田村市総合計画に 

よると、令和２年の田村市全体の出生数は１７５人です。 

 田村市・田村市教育委員会では、子育てに魅力のある田村市を

創造する一環として「東大１０人構想」を掲げています。「田村市

は、子どもたちの進路実現が果たせる」ことをアピールすること

により、市外からの流入人口増を目指すものです。 

 同時に全体の底上げも図ることにもつなげていきます。山登りでは、山頂は視野も広く、麓で

みる景色よりも多くの物が見えます。学力向上も同じように、中学校以降の進路選択の幅が大き

く広がることも期待しています。 

現在、各小中学校では、実現に向けた対策を進めています。全国学力調査や県学力調査では、

正答率や課題となる領域を明確にし、学びがつながるすべての学年で学習指導を見直していま

す。特に算数・数学科は、県全体でも課題となっています。 

大越小では、県算数オリンピックや大越中と連携した漢字検

定への参加奨励とともに、校内計算コンクール・漢字コンクー

ルを行っています。また、算数の得意な児童が増えるように

「中学への算数」を定期購読しています。（右図） 

 また、田村市では昨年度より「田村市共通テスト」を５年生

で活用しています。各校の５年担任が、学習の中心は何か、重要な既習内容は何かなどを学びな

がら評価問題を作成してきました。全国、県学力調査での課題を改めて評価することにより、授

業改善を図っています。（右図） 

 ５年生では、今回の結果を分析し、学

級で苦手なところの学び直しを図りな

がら、自分の苦手や課題を把握して家

庭学習に生かす予定です。 

 Ｒ７年度開校予定の県立中学校入学試験が来年度実施

されます。本校からも受験にチャレンジする児童が増え

るよう学校全体でがんばります。 
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 報道で話題の現ドジャース大谷翔平選手から

全国の小学校２万校に寄贈されたグローブが、

大越小にも届きました。臨時の全校集会で全校

生に披露しました。 

代表の 6 年生に荷物が手渡され、子どもたち

の手で開梱しました。グローブが現れると、全校

生から「お～～！」と声があがりました。グロー

ブは、右利き用が大小 1 つずつ、左利き用が１

つの計３つです。 

 大谷選手からのメッセージも同梱されていま

すので、６年生から読み上げてもらいました。

大谷選手の今があるのも野球が大好きで続け

てきたからです。大谷選手の思いは最後の「野

球やろうぜ！」の言葉に表れていますね。 

 早速、６年生の野球経験者２人にキャッチボ

ールを披露してもらいました。鋭い送球に下級

生からまたもや「おーーーー！」。 

 グローブは、全校生にふれてもらうために各

学級を巡回したのち、体育の授業で活用するこ

とにしました。 

 

 大谷選手の活躍とともに彼の目標実現のためのシートが話題に

なっています。中央に自分の夢を、その周りに実現のための条件

を書き込み、さらにその条件を具体的に達成するための目標が書

かれているもの（右図）と紹介されています。 

子どもたちにも、「自分の夢を実現するために、できることを確

実に実行していこう」と話しました。 

 

 

 

 これまで体力作りのために、大越小では、朝の全校

マラソンを続けてきました。 

冬季になってからは、校庭の凍結のため「なわとび」を行

っています。それぞれの児童が自分のペースで挑戦する「短

なわとび」と学級全員で挑戦する「長なわとび」に取り組み

ます。 

 高学年の長なわとびを披露すると、そのスピードに下級

生は「すごい！」と感嘆の声をあげました。福島県教育委員

会主催の「みんなで跳ぼう！なわとびコンテスト」に参加す

る学年もあります。 

 個々の技術の向上とみんなの力を合わせる団結力で、なわとびにチャレンジしていきます。 


